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介



地域経済活性化対策商品券事業 ………………

米農家次期作支援事業……………………………

１億６３６万円

２,８３２万円

介護付有料老人ホーム１施設５０床整備補助金…４,１９５万円

町民１人につき 7,000 円の商品券を交付

米価下落に対する米農家への次期作支援措置（10aあたり 10,000 円）

第１子１０万円、第２子２０万円、第３子以降３０万円

新型コロナウイルス感染拡大の影響を
受けている地域経済や住民生活の支援

地域医療介護総合確保基金事業

……１,０７０万円新生児出産祝金支給事業

空き家の適正管理や利活用の推進に向けて、町全体の空き家の実態
調査を行い、特定危険空き家を確定させる「空家等対策計画」の策定

……１,０１２万円空家等対策計画策定事業

生活様式の変化やコロナ禍での衛生環境への配慮を目的に、
学校・園のトイレを改修（バリアフリー化）

……………………９,４００万円
学校施設長寿命化計画に基づく
トイレ改修事業

令和４年度一般会計予算
８３億４,０００万円を可決
令和４年度一般会計予算
８３億４,０００万円を可決
令和４年度一般会計予算
８３億４,０００万円を可決
令和４年度一般会計予算
８３億４,０００万円を可決

令
和
４
年
３
月
２
日
～
16
日

３月議会の動画　
一覧はここから→
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ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議

陳　　　 　 情

決　　　 　議

母（毛嘉萍）が中国で不法に逮捕されている件に関する要望
提出者：付　偉彤 ▶審査結果：全会一致で趣旨採択

陳

近隣の市・町が事務の一部を共同で行うため、一部事務組合を設置しています。
一部事務組合の議会は、構成する市・町の議会から選出された議員が、予算や決算等について審議します。

組　合　名 議　　案　　の　　件　　名 審議結果

令和３年度和気老人ホーム組合会計補正予算（第２号）について

令和４年度和気老人ホーム組合会計予算について

令和４年度和気北部衛生施設組合会計予算について

令和４年度和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合会計予算について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

和気老人ホーム組合
（和気町、赤磐市）

和気・赤磐し尿処理施設
一 部 事 務 組 合
（和気町、赤磐市）

和気北部衛生施設組合
（和気町、赤磐市）

（令和４年２月 18日開催）

一部事務組合議会

決議第１号　ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議が全会一致で可決されました。

ウクライナをめぐる情勢については、昨年末以来、国境付近におけるロシア軍増強が続く中、
我が国を含む国際社会が、緊張の緩和と事態の打開に向けて、懸命な外交努力を重ねてきたが、２月
２４日、ロシアは、ウクライナへの侵略を開始した。
このようなロシアの行動は、明らかにウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、武力の行使を
禁ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章の重大な違反である。
力による一方的な現状変更は断じて認められない。この事態は、欧州にとどまらず、日本が位置
するアジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事態であり、和気町議会は、
ロシア軍による侵略を強く非難する。そして、ロシアに対し、即時に攻撃を停止し、部隊をロシア
国内に撤収するよう強く求める。
政府においては、ウクライナに在住する邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、国際社会とも
連携し、制裁を含め、事態に迅速かつ厳格な対応を行い、あらゆる外交資源を駆使して、ウクライナの
平和を取り戻すことを強く要請する。
　　　　令和４年３月１６日

和　気　町　議　会

p.3 わけ議会だより64号



朝
日
団
地
の
解
体
状
況

３月２日の動画→

藤
公
園
の
藤
棚
改
良
工
事

を
中
止
し
た
理
由
は

居
樹
　
豊 

議
員

問 

本
年
度
か
ら
２
年
か
け

て
の
改
良
工
事
を
な
ぜ

ゼ
ロ
見
直
し
と
し
た
の

か
。

答 

草
加 

町
長

　
　

関
係
者
と
の
協
議
に

よ
り
、危
険
性
も
少
な

く
経
費
面
か
ら
も
今

後
順
次
補
強
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、

予
算
を
落
と
し
て
い

る
。

電
算
事
務
委
託
料

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

情
報
シ
ス
テ
ム
費
の
中

の
電
算
事
務
委
託
料
と

は
。

答 
海
野 

財
政
課
長

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
る
「
引
っ
越
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」に
伴

う
電
算
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
改
修
に
伴
う
費

用
で
あ
る
。

臨
時
特
別
給
付
金
委
託
料

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

臨
時
特
別
給
付
金
に
伴

う
委
託
料
の
内
容
と
は
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　
　

非
課
税
世
帯
に
10
万
円

を
給
付
す
る
事
業
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
対
応

職
員
の
委
託
料
で
あ
る
。

橋
梁
維
持
費

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

橋
梁
維
持
費
が
追
加
と

な
っ
た
経
緯
は
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　
　

岸
野
２
号
線
と
天
神

橋
の
２
橋
に
国
の
補

正
予
算
が
付
い
た
た

め
、
県
か
ら
先
行
し

て
事
業
を
進
め
る
よ

う
指
示
が
あ
っ
た
。

環
境
整
備
協
力
費
は

西
中 

純
一 

議
員

問 
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
環
境
整
備

協
力
費
７
５
９
万
円
は
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ

を
、当
初
は
１
日
に
４

３
０
万
円
の
見
込
み
で

１
１
６
１
万
円
と
出
し

た
が
、再
計
算
し
て
１

９
２
０
万
円
で
、補
正

額
７
５
９
万
円
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算

備
品
購
入
費
減
額
は
な
ぜ

か

西
中 

純
一 

議
員

問 

備
品
購
入
で
、
68
万
円

減
額
は
入
札
で
蓄
電
池

の
価
格
が
安
く
な
っ
た

か
ら
か
。

答 

岡
本 

民
生
福
祉
部
長

　
　

見
積
も
り
に
よ
り
、

入
札
価
格
が
下
が
っ

た
た
め
減
額
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

支
払
基
金
交
付
金

神
﨑 
良
一 

議
員

問 

支
払
基
金
交
付
金
の
減

額
要
因
は
。

答 

井
上 

介
護
保
険
課
長

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
全
体
で
減
っ
た

た
め
で
あ
る
。

施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス

給
付
金

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
給

付
金
の
減
額
は
利
用
者

の
減
少
が
原
因
か
。

答 

井
上 

介
護
保
険
課
長

　
　

利
用
件
数
が
当
初
の

見
込
み
は
月
２
３
４

件
で
あ
っ
た
が
、実
績

見
込
み
が
月
２
１
５

件
と
減
少
し
た
た
め

で
あ
る
。

地
域
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

宅
地
用
地
造
成
事
業
債
の

減
額
は
な
ぜ
か

西
中 

純
一 

議
員

問 

宅
地
用
地
造
成
事
業
債

が
３
１
５
０
万
円
減
額

に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
　

朝
日
住
宅
の
解
体
と

測
量
設
計
分
で
あ
る

が
、企
業
の
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
っ

て
町
が
直
接
工
事
す

る
必
要
が
な
く
な
り
、

工
事
費
が
減
額
に

な
っ
た
た
め
、町
債
も

減
額
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

令
和
３
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

令
和
３
年
度

特
別
会
計

補
正
予
算

質
疑
と
答
弁
本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒
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３月３日の動画→

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増
額
は
な
ぜ
か

山
本
　
稔 

議
員

問 

①
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
が
１
億
５
０
０

０
万
円
増
額
の
３
億
円

と
倍
増
し
て
い
る
が
な

ぜ
か
。

　
　

②
一
般
管
理
費
の
需
用

費
・
修
繕
料
１
２
０
０

万
円
の
内
容
は
何
か
。

③
吉
井
川
の
芝
生
広
場

で
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
な

ど
は
で
き
な
い
か
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
　

①
令
和
３
年
度
も
ふ

る
さ
と
納
税
が
大
幅

に
伸
び
て
い
て
、
主

力
の
返
礼
品
な
ど
を

新
た
に
納
品
で
き
る

業
者
が
増
え
た
の
で
、

増
額
と
な
っ
た
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　

②
修
繕
料
の
内
容
は
、

庁
舎
管
理
費
３
８
０

万
円
、
車
両
管
理
費

３
０
０
万
円
、コ
ピ
ー

機
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
チ
ャ
ー
ジ
料
５
７

０
万
円
な
ど
で
あ
る
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　
　

③
芝
生
を
張
り
、
多

目
的
広
場
と
し
て
の

活
用
を
計
画
し
て
い

る
が
、
直
火
を
使
用

す
る
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
の
活
用
は
考
え

て
い
な
い
。

和
気
美
し
い
森
へ
の
積
極

投
資
を

居
樹
　
豊 
議
員

問 

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム

の
中
で
、
和
気
美
し
い

森
は
地
元
管
理
者
の
努

力
に
よ
り
売
上
げ
も
上

が
っ
て
い
る
。
観
光
施

設
と
し
て
積
極
的
投
資

を
行
い
、
振
興
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
キ
ャ

ン
プ
ブ
ー
ム
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
非

常
に
ニ
ー
ズ
が
増
え

て
い
る
。
今
後
も
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、

和
気
美
し
い
森
の
将

来
の
姿
を
描
き
、
計

画
的
に
整
備
し
て
い

き
た
い
。

都
市
計
画
税

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

都
市
計
画
税
の
概
要

は
。

答 

岡
本 

税
務
課
長

　
　

和
気
町
都
市
計
画
用

途
区
域
の
土
地
家
屋

に
0.2
%
の
都
市
計
画

税
を
課
税
す
る
も
の

で
あ
る
。

臨
時
財
政
対
策
債

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

臨
時
財
政
対
策
債
の

大
幅
な
減
額
要
因
は
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　
　

国
の
財
政
計
画
で
地

方
自
治
体
の
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
を

約
6
割
減
に
抑
制
を

行
う
こ
と
と
し
て
い

る
た
め
、
臨
時
財
政

対
策
債
は
減
額
と
な

る
が
、
普
通
交
付
税

の
総
額
で
調
整
す
る

も
の
で
あ
る
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
環
境
整
備
協
力

費
の
積
算
は

当
瀬 

万
享 

議
員

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
環
境
整
備

協
力
費
の
積
算
は
ど
う

な
る
の
か
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
　

一
日
平
均
８
０
０
万

円
の
売
上
げ
で
、
年

間
28
億
８
０
０
０
万

円
の
１
％
相
当
額
が

協
力
費
と
し
て
支
払

わ
れ
る
。
こ
れ
は
倉

敷
市
か
ら
和
気
町
に

入
っ
て
く
る
も
の
で
、

一
般
財
源
と
し
て
町

政
の
た
め
に
使
っ
て

い
き
た
い
。

尾
崎 

智
美 

議
員

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
環
境
整

備
協
力
費
は
、
売
上
の

１
％
か
、
利
益
の
１
％

か
。

答 
寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
　

売
上
金
額
の
１
％
で

あ
る
。（
参
考
：
令
和
３

年
度
１
９
２
０
万
円
。

令
和
４
年
度
２
８
８
０

万
円
の
見
込
み
。）

令
和
４
年
度

一
般
会
計

当
初
予
算

和気駅の利用客増が見込まれる
ボートレースチケットショップ岡山わけのシャトルバス

ボートレースチケットショップ岡山わけ 運営状況

７月
８月
９月

１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

414.3 人
378.2 人
384.2 人
347.0 人
334.2 人
282.8 人
288.8 人
286.9 人
301.3 人
335.3 人

1,657人
10,211人
10,759人
10,757人
10,026人
8,769人
8,954人
8,032人
9,039人
78,204 人

46人
249人
421人
504人
345人
443人
300人
373人
448人
3,129人

2,962 万円
2億     18 万円
2億 3,169 万円
2億 8,003 万円
2億 4,342 万円
2億 4,821 万円
2億 4,274 万円
2億 5,895 万円
2億 4,653 万円
19億 8,137 万円

令和 3年

令和４年

令和3年度 計

一日平均
利用者数

利用者
合　計

バス利用
人数合計売　　上
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コロナ禍によるアウトドアブームの中、利用増が期待される「和気美しい森」

３月４日の動画→

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
事
業
と
は
何
か

安
東 

哲
矢 

議
員

問 
今
ま
で
の
業
務
は
、
健

康
福
祉
課
で
対
応
し
て

い
る
と
思
う
が
、
今
回
、

専
門
的
に
事
業
と
し
て

上
げ
た
意
図
は
何
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　

こ
の
事
業
は
、
子
ど

も
と
そ
の
家
庭
、
妊

産
婦
な
ど
を
対
象
と

し
て
、
地
域
の
実
情

の
把
握
、
相
談
対
応
、

調
査
及
び
継
続
的
支

援
を
行
う
も
の
で
、

全
国
各
地
で
の
児
童

虐
待
事
案
の
発
生
を

受
け
て
国
が
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
市
町
村

が
支
援
拠
点
を
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

尾
崎 

智
美 

議
員

問 

子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
事
業
は
佐
伯
や

和
気
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
子
ど
も
１
１

０
番
の
家
は
含
ま
れ
な

い
と
い
う
理
解
で
良
い

か
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　
　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

子
ど
も
1
1
0
番
の

家
は
子
ど
も
の
緊
急

避
難
所
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
し
て
く

れ
て
い
る
。

児
童
虐
待
対
策
は

西
中 

純
一 

議
員

問 
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策

等
総
合
支
援
事
業
費
補

助
金
２
３
９
万
円
、
こ

れ
は
職
員
を
配
置
す
る

の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　

子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
事
業
に
対
す

る
補
助
金
で
社
会
福

祉
士
や
保
健
師
な
ど

の
有
資
格
者
２
名
の

常
駐
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　
　

①
園
や
学
校
に
出
向

き
、
聞
き
取
り
を
行

い
、
相
談
ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ
し
を
行
う
。

　
　

②
支
援
の
実
施
や
、

ケ
ー
ス
会
議
で
把
握

し
た
事
案
に
つ
い
て

対
応
協
議
を
行
う
。

　
　

③
連
携
会
議
を
開
催

し
、
児
童
相
談
所
や

警
察
も
含
め
た
情
報

共
有
も
行
っ
て
い
く
。

出
産
祝
金神

﨑 

良
一 

議
員

問 

今
、
子
供
が
６
人
い

て
７
人
目
の
子
供
が
生

ま
れ
た
場
合
、
７
人
目

が
１
人
目
と
な
る
の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　

基
準
日
前
に
子
供
が

６
人
い
て
、今
回
７
人

目
が
４
月
以
降
に
出

生
し
た
場
合
、第
３
子

以
降
と
し
て
祝
金
30

万
円
を
支
給
す
る
。

新
生
児
出
産
祝
金

支
給
事
業

【
支
給
対
象
者
】

　
令
和
４
年
４
月
１
日
以

降
に
出
生
し
た
子
の
養
育

者
で
、
出
産
日
に
町
内
に

住
所
を
有
し
居
住
す
る
者

で
、
引
き
続
き
和
気
町
に

居
住
の
意
思
の
あ
る
者
。

【
支
給
金
額
】

  

第
１
子
：
10
万
円

  

第
２
子
：
20
万
円　

  

第
３
子
以
降：
30
万
円
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

特
定
健
診
の
新
し
い
方

法
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

特
定
健
康
診
査
委
託

料
１
２
０
５
万
円
、
未

受
診
者
対
策
事
業
委
託

料
が
２
３
３
万
円
。
昨

年
か
ら
こ
の
健
診
に
つ

い
て
集
団
健
診
も
や
る

と
、
受
診
率
が
42
％
位

に
上
が
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
令
和
４
年
度
の

方
向
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

岡
本 

民
生
福
祉
部
長

　
　

特
定
健
診
は
現
在
20

の
医
療
機
関
で
個
別

健
診
を
実
施
し
て
い

る
が
、
昨
年
度
か
ら

期
間
を
12
月
ま
で
１

か
月
延
長
し
て
い
る
。

集
団
健
診
も
、
令
和

４
年
度
も
４
日
間
程

度
や
っ
て
い
く
。
未

受
診
者
に
は
電
話
連

絡
し
、
メ
リ
ッ
ト
を

紹
介
し
た
通
知
も
送

付
す
る
。
健
康
手
帳

も
新
た
な
も
の
を
作

り
、
対
象
者
に
配
布

し
て
健
康
状
態
を
把

握
し
て
も
ら
う
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
。

答 

岡
本 

民
生
福
祉
部
長

　
　

が
ん
検
診
も
含
め
て

健
康
福
祉
課
と
協
力

し
て
健
康
を
保
っ
て

い
き
た
い
。

駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

駅
前
駐
車
場
の
環
境
整

備
は

居
樹
　
豊 

議
員

問 

駅
前
駐
車
場
は
路
面

も
傷
み
、
駐
車
枠
の
白

線
も
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
が
、
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
　

駐
車
場
内
の
舗
装
面

の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
を

含
め
、
白
線
も
全
て

や
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
、
今
後
の

課
題
と
し
て
捉
え
て

い
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

大
き
な
起
債
は
な
に
か

西
中 

純
一 

議
員

問 

今
回
、
町
債
が
２
億

９
６
１
０
万
円
も
計
上

さ
れ
、
大
き
な
借
金
だ

が
何
が
要
因
か
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

下
水
道
事
業
の
法

適
用
と
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
監
視
装
置
の

更
新
工
事
の
財
源
が

全
額
町
債
に
な
る
た

め
で
あ
る
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
診

断
業
務

神
﨑 

良
一 

議
員

問 
耐
震
診
断
業
務
と
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
と
の
関
連
は
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

耐
震
診
断
業
務
は
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
国
庫
補

助
で
施
設
の
更
新
を

行
う
に
あ
た
り
、
耐

震
診
断
業
務
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。

耐
水
化
計
画

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

耐
水
化
計
画
、
ク
リ
ー

ン
ラ
イ
フ
１
０
０
、
及

び
下
水
道
事
業
業
務
継

続
計
画
と
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
と
の

関
係
は
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

そ
れ
ら
３
つ
は
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
と
は
別
も
の

で
、
耐
水
化
計
画
は

佐
伯
浄
化
セ
ン
タ
ー

と
曽
根
排
水
機
場
が

対
象
で
あ
る
。ク
リ
ー

ン
ラ
イ
フ
１
０
０ 

は

県
が
取
り
ま
と
め
る

５
年
見
直
し
の
計
画

で
あ
る
。
下
水
道
事

業
業
務
継
続
計
画
は
、

水
害
に
対
す
る
有
事

の
際
の
行
動
計
画
で

あ
る
。

上
水
道
事
業
会
計
予
算

特
別
損
失神

﨑 

良
一 

議
員

問 

特
別
損
失
を
計
上
し

た
経
緯
は
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

宮
田
日
室
線
と
尺
所

衣
笠
線
の
交
差
点
改

良
工
事
の
実
施
を
見

送
っ
た
た
め
で
あ
る
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

特
別
損
失神

﨑 

良
一 

議
員

問 

減
価
償
却
費
の
増
加

要
因
と
特
別
損
失
を
計

上
し
た
経
緯
は
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

減
価
償
却
費
増
の
要

因
は
南
部
取
水
ポ
ン

プ
、
奴
久
谷
送
水
ポ

ン
プ
、
働
送
水
ポ
ン

プ
な
ど
施
設
の
更
新

を
行
っ
た
こ
と
が
要

因
で
あ
る
。
特
別
損

失
は
南
部
配
水
池
流

入
管
敷
設
工
事
の
実

施
を
見
送
っ
た
た
め

で
あ
る
。

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業
特
別

会
計
予
算

売
上
げ
増
の
根
拠
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

歳
入
（
商
売
で
は
売
上

に
あ
た
る
）
の
額
が
２

７
８
９
万
円
、
９
％
ぐ

ら
い
増
え
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
が
収
ま
る
な
ど
、

何
か
い
い
判
断
材
料
が

あ
る
か
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　
　

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
収
束

を
見
込
み
、Go    

Ｔo    

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

の
復
活
を
見
込
ん
で

今
回
増
や
し
、
令
和

２
年
12
月
策
定
の
事

業
改
善
計
画
に
沿
っ

た
も
の
と
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度

特
別
会
計

当
初
予
算
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和
気
町
非
常
勤
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問 

近
隣
市
町
の
教
育
委

員
の
報
酬
額
は
。

答 

県
内
��
町
の
う
ち
︑

和
気
町
を
除
い
た
９

町
の
平
均
が
��
万
９

０
０
０
円
で
︑
今
回

の
改
正
に
よ
り
ほ
ぼ

平
均
と
同
額
と
な
る
︒

令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算

問 

基
本
的
に
は
骨
格
予

算
で
あ
る
が
、
新
規

事
業
も
計
上
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
補
正

で
計
上
さ
れ
る
案
件

は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
の
か
。
基
金
か
ら

１
億
円
の
繰
入
れ
で

あ
る
が
、
骨
格
予
算

で
１
億
円
も
繰
入
れ

す
る
財
政
状
況
で
は

心
配
で
あ
る
。

答 

財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
れ
が
１
億
円

で
︑
令
和
３
年
度
に

比
べ
る
と
低
く
抑
え

て
い
る
︒
主
要
事
業

で
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
改
訂
や
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
︑新
生

児
出
産
祝
金
の
支

給
な
ど
は
一
般
財
源

を
充
当
し
て
い
る
︒

そ
の
他
空
き
家
対
策

の
計
画
な
ど
も
︑骨

格
で
あ
っ
て
も
当
初

予
算
に
上
げ
る
べ
き

事
業
と
し
て
計
上
し

て
い
る
︒

問 

あ
る
程
度
新
規
事

業
が
計
上
さ
れ
る
の

は
や
む
を
得
な
い
と

判
断
す
る
が
、
道
路

改
良
や
河
川
改
修
な

ど
、
地
元
要
望
が
今

後
補
正
で
出
て
く
る

の
か
。

答 

当
初
予
算
の
査
定
段

階
で
︑
あ
る
程
度
整

理
し
て
い
る
︒
今
後

は
肉
付
け
予
算
に
お

い
て
︑
地
元
の
要
望

事
業
や
新
規
で
検
討

す
べ
き
事
業
も
あ
る
︒

母（
毛
嘉
萍
）が
中
国
で

不
法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る

件
に
関
す
る
要
望

意
見 陳

情
の
内
容
的
に
地

方
議
会
に
頼
む
こ
と

な
の
か
と
思
わ
れ
る

が
、
提
出
者
の
気
持

ち
は
理
解
で
き
る
の

で
、
趣
旨
採
択
が
妥

当
で
は
な
い
か
。

令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算

問 

地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
和
気
町

に
有
料
老
人
ホ
ー
ム

は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る

か
。
こ
の
事
業
の
一

般
型
と
混
合
型
で
は

ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
。

　
　

今
回
介
護
付
き
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
を
計

画
し
た
意
図
は
何
か
。

答 

町
内
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
は
４
施
設
あ

る
︒
今
回
の
施
設
整

備
は
介
護
付
き
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
で
︑

要
支
援
や
要
介
護
の

方
や
一
般
の
方
な
ど
︑

制
限
な
く
入
所
で
き

る
混
合
型
で
︑
一
般

型
は
介
護
の
段
階
に

応
じ
た
方
し
か
入
所

で
き
な
い
︒

　
　

第
８
期
介
護
保
険

計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
町
民
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
っ
た
結
果
︑

今
後
の
和
気
町
に
お

い
て
は
︑
２
０
２
５

年
に
向
け
た
団
塊
世

代
の
後
期
高
齢
化
や

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

の
高
齢
化
へ
の
対
応

と
し
て
住
ま
い
を
確

保
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
あ
り
︑
今
回

１
施
設
��
床
の
整
備

計
画
を
行
っ
た
︒

問 

18
歳
以
下
の
医
療
費

無
料
に
つ
い
て
、
18

歳
以
下
の
対
象
者
を

何
人
程
度
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
病
気
で
入

院
や
治
療
な
ど
ど
う

い
っ
た
受
診
状
況
で

あ
っ
た
か
。

答 

乳
幼
児
医
療
費
に
つ

い
て
は
︑
県
の
制
度

で
は
︑
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児
及
び
小
学

生
の
入
院
が
対
象
と

な
り
︑
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児
が
�
�
�

人
︑
町
の
制
度
で
は

��
歳
ま
で
の
児
童
生

徒
な
ど
で
︑
３
月
��

日
ま
で
に
��
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
１
１

５
３
人
が
対
象
者
と

な
っ
て
い
る
︒

　
　
な
お
︑
病
気
の
内
容

に
つ
い
て
は
︑
レ
セ

プ
ト
な
ど
詳
し
い
情

報
が
な
い
た
め
︑
詳

細
は
不
明
で
あ
る
︒

問 

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の

出
没
状
況
は
こ
の
２
、

３
年
ど
う
い
っ
た
状

況
で
、
被
害
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
防
護
柵
の
設

置
状
況
は
。

答 

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
数

の
推
移
に
つ
い
て
︑

こ
こ
近
年
ほ
ぼ
横
ば

い
の
状
況
で
︑
特
に

令
和
３
年
度
は
サ
ル

の
被
害
が
吉
井
川
右

岸
で
多
く
発
生
し
て

い
る
︒
防
護
柵
設
置

に
対
す
る
補
助
事
業

も
行
っ
て
い
る
︒

委員長報告和気町議会には、�つの常任委員会と２つの特別委員会があり、
付託された議案について、特に詳しく審議します。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

骨
格
予
算
と
は

　
町
長
選
挙
前
な
ど
で

政
策
的
な
判
断
が
難
し

い
場
合
に
、必
要
最
小
限

度
の
経
費
の
み
を
計
上

す
る
予
算
。

肉
付
け
予
算
と
は

　
町
長
選
挙
終
了
後
な

ど
に
、政
策
的
経
費
や
新

規
事
業
費
等
を
加
え
る

補
正
予
算
。
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委員長報告 3 月１６日の動画

問 

他
町
で
は
、
猟
友
会

の
協
力
に
よ
り
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

動
物
の
体
温
を
察
知

す
る
方
法
で
、
イ
ノ

シ
シ
を
連
れ
出
し
て

捕
獲
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
が
、

和
気
町
で
も
ぜ
ひ
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

実
施
し
て
み
て
は
。

答 

実
証
実
験
で
も
ド

ロ
ー
ン
で
有
害
鳥
獣

の
捜
索
調
査
を
行
っ

た
︒
遠
赤
外
線
セ
ン

サ
ー
も
性
能
が
良
く

な
り
︑
夜
で
も
体
温

が
あ
れ
ば
イ
ノ
シ
シ

か
シ
カ
の
見
分
け
が

で
き
る
︒
獣
が
動
け

ば
動
く
方
へ
ド
ロ
ー

ン
が
追
っ
て
い
く
仕

組
み
で
あ
る
︒
財
源

が
確
保
で
き
れ
ば
遠

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
の

ド
ロ
ー
ン
を
整
備
し

た
い
︒

問 

浚
渫
残
土
等
処
分
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
、

残
土
処
分
場
は
浚
渫

残
土
の
み
扱
う
の
か
。

答 

予
定
地
の
日
笠
も
働

も
メ
イ
ン
は
浚
渫
残

土
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑

良
質
な
工
事
残
土
︑

例
え
ば
道
路
の
掘
削

等
で
発
生
し
た
残
土

に
つ
い
て
も
受
入
れ

る
場
合
が
あ
る
︒
あ

く
ま
で
も
良
質
な
残

土
を
前
提
と
し
て
お

り
︑
民
間
工
事
の
残

土
は
扱
わ
な
い
︒

問 
民
間
は
受
入
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
利
用

料
を
と
る
場
合
で
も

公
共
事
業
の
み
の
受

入
れ
と
な
る
の
か
。

答 

働
へ
の
受
入
れ
は
︑

岡
山
県
土
木
部
の
事

業
で
︑
主
に
東
備
管

内
︑
金
剛
川
︑
和
意

谷
川
を
中
心
と
し
た

浚
渫
残
土
の
受
入
れ

で
あ
る
︒
ま
た
︑
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し

て
も
活
用
す
る
計
画

で
あ
る
︒
和
気
町
が

実
施
す
る
日
笠
の
処

分
場
に
は
︑
国
土
交

通
省
の
事
業
及
び
県

の
農
林
事
業
部
の
事

業
を
中
心
に
考
え
て

い
て
︑
今
後
の
浚
渫

工
事
で
発
生
す
る
残

土
も
想
定
し
て
い
る
︒

　
　

ま
た
︑
新
田
原
井
堰

の
下
の
土
砂
も
約
３

年
か
ら
５
年
で
堆
積

す
る
こ
と
か
ら
︑
今

後
の
受
入
れ
も
想
定

し
て
い
る
︒
な
お
︑

県
や
国
の
事
業
分
に

つ
い
て
は
料
金
を

取
っ
て
い
く
こ
と
も

想
定
し
て
い
る
︒

問 

働
地
区
に
つ
い
て
こ

の
事
業
反
対
者
が
40

%
以
上
い
る
よ
う
だ

が
、
町
と
し
て
反
対

者
の
声
を
ど
う
の
よ

う
に
理
解
し
て
い
る

の
か
。

答 

働
の
残
土
処
分
場

事
業
は
︑
岡
山
県
が

測
量
︑調
査
を
行
い
︑

地
元
で
了
解
さ
れ
た

ら
工
事
を
行
う
︑
完

成
後
は
町
が
引
き
取

る
方
法
で
あ
る
︒

　
　
地
元
説
明
会
で
は
︑

町
内
全
体
で
共
存
共

栄
で
き
る
こ
と
か
ら

理
解
を
求
め
て
い
る
︒

　
　

令
和
３
年
�
月
の

熱
海
市
の
よ
う
な
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
た

場
合
は
ど
う
な
る
の

か
心
配
さ
れ
て
い
る

が
︑
工
法
に
つ
い
て

は
県
の
土
木
部
か
ら

専
門
的
な
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
︒
最
終

的
に
は
地
元
の
意
見

を
尊
重
し
︑
地
元
が

決
定
す
る
こ
と
で
あ

る
が
︑
適
正
な
方
法

で
行
え
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
︒

令
和
４
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算問 

特
定
健
診
委
託
料
に

つ
い
て
、
今
年
度
は

改
善
を
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
今
ま
で
１

回
の
通
知
を
２
回
行

い
、
健
康
手
帳
も
発

行
し
て
い
る
。
そ
の

健
康
手
帳
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
内
容
の
も
の
な
の

か
。
健
診
受
診
率
を

上
げ
る
こ
と
は
非
常

に
大
事
だ
と
思
う
が
、

医
師
か
ら
の
指
導
を

守
れ
て
い
な
い
方
を

ど
う
指
導
し
て
い
く

の
か
。
重
病
に
な
る

と
医
療
費
も
増
え
る

の
で
、
こ
の
辺
り
の

取
り
組
み
は
ど
う
す

る
の
か
。

答 

特
定
健
診
の
受
診
率

の
向
上
を
目
指
し
て
︑

保
健
指
導
の
向
上
も

必
ず
行
っ
て
い
く
︒

特
定
保
健
指
導
に
つ

い
て
は
︑
未
受
診
者

に
通
知
し
︑
電
話
に

よ
る
受
診
勧
奨
も

行
っ
て
い
る
︒
併
せ

て
こ
れ
ま
で
の
課
題

で
あ
る
︑
健
診
当
日

に
病
院
で
保
健
指
導

が
行
え
る
よ
う
に
協

議
し
て
い
き
た
い
︒

集
団
健
診
に
お
い
て

も
︑
健
診
と
特
定
保

健
指
導
ま
で
一
体
で

で
き
る
体
制
に
組
ん

で
い
く
︒

　
　
健
康
手
帳
は
︑
手
帳

編
と
資
料
編
で
構
成

さ
れ
︑
手
帳
は
特
定

健
診
の
結
果
や
日
々

の
血
圧
や
食
事
の
記

録
も
記
入
で
き
る
︒

資
料
編
は
︑
和
気
町

独
自
の
資
料
に
基
づ

い
て
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
︒
特
定
健
診

の
結
果
が
毎
年
フ
ァ

イ
ル
で
き
︑
も
し
病

気
な
ど
に
か
か
っ
た

場
合
も
こ
の
手
帳
を

持
っ
て
病
院
で
診
療

を
受
け
︑
そ
の
記
録

に
よ
っ
て
医
師
が
普

段
の
健
康
状
態
を
把

握
で
き
る
な
ど
︑
医

療
機
関
と
連
携
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
︒
な
お
︑
健
康

手
帳
は
今
年
度
２
０

０
０
部
作
成
し
て
お

り
︑
町
の
特
定
健
診

を
受
診
し
た
方
に
結

果
と
併
せ
て
配
布
し

て
い
る
︒
今
後
は
愛

育
委
員
を
通
じ
て
住

民
の
方
に
広
め
て
い

き
た
い
︒
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令
和
３
年
度

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

歳
入
の
食
事
料
、
宴

会
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン

が
減
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
や
弁
当
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
な
ど
営
業
を

行
っ
て
い
る
か
。

答 

７
種
類
あ
る
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
に
つ
い
て
宣

伝
し
て
い
る
が
︑
今

後
は
地
域
で
の
集
ま

り
な
ど
に
も
案
内
し

て
い
き
た
い
︒

　
　

他
に
も
従
来
通
り
︑

仕
出
し
や
オ
ー
ド
ブ

ル
の
配
達
も
行
っ
て

い
る
の
で
︑
し
っ
か

り
宣
伝
を
し
て
い
く
︒

問 

会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
つ
い
て
、

部
門
別
の
時
給
な
ど

内
訳
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答 

現
在
の
職
員
は
ど

の
部
門
で
も
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
ー
に
仕
事

を
す
る
よ
う
に
︑
所

属
は
特
に
決
め
て
い

な
い
が
︑
施
設
管
理

と
調
理
は
専
従
で

行
っ
て
い
る
︒
給
与

に
つ
い
て
は
月
額
の

者
と
時
給
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
者
が
い
る
︒

令
和
４
年
度

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
予
算

問 

配
膳
料
、
そ
の
他
雑

入
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

手
数
料
の
主
な
内
容

と
公
債
費
の
返
済
に

つ
い
て
、
償
還
残
高

は
い
く
ら
か
。

答 

配
膳
料
に
つ
い
て
は
︑

宿
泊
や
宴
会
の
配
膳

を
す
る
サ
ー
ビ
ス
料

で
︑
そ
の
他
雑
入
の

主
な
も
の
で
は
︑
ふ

る
さ
と
納
税
が
大
半

を
占
め
て
い
る
︒

　
　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
は
︑
宿
泊
の

ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
に
関

わ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
︑
温
泉
の
タ
オ
ル

や
バ
ス
タ
オ
ル
が
主

な
も
の
で
︑
清
掃
は

基
本
的
に
パ
ー
ト
職

員
が
行
っ
て
い
る
が
︑

繁
忙
時
期
に
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
る
︒

そ
の
他
︑
休
館
日
に

合
わ
せ
て
︑
館
内
の

ガ
ラ
ス
清
掃
や
絨
毯

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
︒
公
債

費
に
つ
い
て
は
︑
年

度
末
現
在
︑
残
高
が

約
２
４
３
０
万
円
で

あ
る
︒

問 

需
用
費
1
億
７
５
８

１
万
円
の
う
ち
、
賄

材
料
費
が
６
０
８
９

万
円
で
、
約
３
分
の

１
近
く
占
め
て
い
る

が
、
肉
や
魚
の
購
入

は
随
意
契
約
な
の
か

入
札
な
の
か
。

答 

米
に
つ
い
て
は
年
に

２
回
見
積
入
札
を
行

い
︑
安
価
で
購
入
し

て
い
る
︒
肉
や
魚
に

つ
い
て
は
︑
何
社
か

の
業
者
を
比
較
し
て
︑

都
度
︑
一
番
良
い
品

質
で
︑
値
段
も
適
正

な
業
者
を
厳
選
し
︑

一
番
効
率
の
良
い
と

こ
ろ
で
購
入
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
︒

問 

使
用
料
及
び
賃
借
料

の
詳
細
は
。

答 

テ
レ
ビ
受
信
料
は
��

台
分
で
︑
有
線
放
送

受
信
料
は
館
内
３
か

所
分
︑
有
線
カ
ラ
オ

ケ
リ
ー
ス
料
は
移
動

式
が
２
台
と
大
研
修

室
の
１
台
分
で
︑ネ
ッ

ト
サ
ー
バ
ー
使
用
料

は
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
運
用
料
や
ネ
ッ
ト

決
済
や
ネ
ッ
ト
予
約

の
シ
ス
テ
ム
使
用
料
︒

食
品
サ
ン
プ
ル
リ
ー

ス
料
は
︑
レ
ス
ト
ラ

ン
の
食
品
サ
ン
プ
ル

の
リ
ー
ス
料
で
あ
る
︒

和
気
鵜
飼
谷

温
泉
事
業

特
別
委
員
会

委員長報告

和気鵜飼谷温泉レストランのメニューがリニューアルされました

華かご膳　�,���円天ぷら膳　�,���円 お造里膳　�,���円
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町政を問う
一般質問

　一般質問とは、和気町の行財政全般にわたって、執行機関に対して説明を求めたり、または
所信をただしたりすることです。これにより、執行機関の政治姿勢を明らかにするとともに、
政治責任を明確にする目的があります。
　一般質問は一問一答方式でおこなわれ、質問時間は質問・答弁をあわせて４０分間です。
　３月議会定例会には、５名が登壇し、町長・教育長・その他執行部の考えをただしました。

西中 純一 議員１６
ページ

○ 補聴器購入助成制度を実施したら
どうか

○ コロナ感染の現状と対策

尾崎 智美 議員１５
ページ

○ 旧山田小学校の利活用のアイデアは

○ ワクチン接種後の死亡者数は

居樹　豊 議員１３
ページ

○ 移住・定住促進策の充実強化を

○ どうする県営住宅泉団地

神﨑 良一 議員１４
ページ

○ 消防団員の現状は

○ 和気アルプスの活用は

○ 11歳以下のコロナワクチン接種は

安東 哲矢 議員１２
ページ

○ 高齢者向けのデジタル活用について
学べる講習会はできないか

○ ３回目のワクチン接種と小児接種の
課題は何か
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問 

国
の
デ
ジ
タ
ル
活
用

支
援
推
進
事
業
を
活
用
し

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
い
方
な
ど
を
学
べ
る
講

習
会
を
町
と
し
て
で
き
な

い
か
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　

国
の
調
査
か
ら
も
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が

わ
か
ら
な
い
と
感
じ
て
い

る
高
齢
者
が
一
定
数
お
り
︑

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
︒
ま
た
︑
国
に

お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
活
用

支
援
推
進
事
業
に
よ
る
講

習
会
の
開
催
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
︒

問 

講
習
会
な
ど
の
予
算

は
全
部
国
か
ら
で
る
の
か
。

答  

海
野 

財
政
課
長

　

開
催
費
用
に
つ
い
て
は
︑

地
域
連
携
型
の
講
習
会
を

開
催
し
た
場
合
︑Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
連
携
し
て
実
施
し
た
部

分
は
国
か
ら
直
接
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
︒
携
帯
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
と
連
携
し
た

場
合
は
︑
町
が
開
催
費
用

を
負
担
す
る
方
法
に
な
る
︒

問 

現
在
の
接
種
状
況
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

３
月
７
日
現
在
で
︑
昨

年
の
９
月
８
日
ま
で
に
２

回
目
の
接
種
を
完
了
さ
れ

た
約
８
５
０
０
人
に
接
種

券
を
発
送
し
て
い
る
︒
こ

れ
は
３
回
目
接
種
対
象
者

の
約
��
％
に
当
た
る
︒
３

回
目
の
接
種
率
は
︑
３
月

��
日
現
在
で
︑
��
歳
以
上

の
対
象
者
の
約
��
％
が
完

了
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
��

歳
以
上
の
接
種
率
は
約
��

％
で
あ
る
︒

問 

小
児
の
状
況
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

５
歳
か
ら
��
歳
の
小
児

接
種
に
つ
い
て
は
︑
３
月

７
日
に
接
種
券
を
対
象
者

６
６
１
名
に
発
送
し
︑
町

内
で
の
接
種
を
３
月
��
日

か
ら
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
︒
ど
の
程
度
の
接
種
希

望
が
あ
る
か
は
不
透
明
で

あ
る
が
︑
町
内
２
医
療
機

関
の
み
で
接
種
を
開
始
し
︑

予
約
の
状
況
に
応
じ
て
接

種
医
療
機
関
を
増
や
す
予

定
で
あ
る
︒

問 
副
反
応
が
出
た
場
合

に
は
出
席
停
止
の
措
置
を

と
る
こ
と
が
案
内
文
に
書

か
れ
て
い
る
が
、
出
席
扱

い
と
す
る
の
か
。

答 

徳
永 

教
育
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

の
た
め
に
園
・
学

校
を
休
ん
だ
場
合

は
欠
席
に
な
ら
な

い
と
明
記
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
副
反

応
で
あ
る
か
否
か

に
か
か
わ
ら
ず
︑

接
種
後
に
発
熱
な

ど
の
風
邪
症
状
が

見
ら
れ
る
と
き
は
︑

出
席
停
止
の
措
置

を
と
り
︑
校
長
権

限
に
よ
っ
て
欠
席

扱
い
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
︒

問 

小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
、
い
ろ
い
ろ
な
副

反
応
が
出
る
子
ど
も
も
い

る
と
思
う
が
、
ど
う
い
う

症
状
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
、

デ
ー
タ
を
今
後
の
参
考
と

し
て
取
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

岡
山
県
が
中
心
に
な
っ

て
︑
接
種
後
の
デ
ー
タ
を

調
査
し
公
表
す
る
こ
と
に

な
る
と
聞
い
て
い
る
︒

一般質問

安
東 
哲
矢

高
齢
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
つ
い
て

学
べ
る
講
習
会
は
で
き
な
い
か

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で

開
催
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い

パ
ソ
コ
ン
教
室

小
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

小
児
接
種
の
課
題
は
何
か

安東哲矢議員の
一般質問動画は
ここから→
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問 

本
町
が
今
後
と
も
持

続
的
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
人
口
維
持
が
不
可
欠

で
あ
る
。
令
和
３
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
第

２
次
和
気
町
総
合
計
画
に

お
い
て
10
年
後
の
目
標
人

口
を
１
万
２
５
０
０
人
と

定
め
て
い
る
が
、
年
間
60

人
を
下
回
る
少
子
化
の
中

で
自
然
増
を
図
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
今
後
５
年

10
年
を
見
据
え
て
ど
の
よ

う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
考
え
か
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

本
町
で
進
め
て
い
る
移

住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て

は
︑
人
口
減
少
傾
向
の
緩

和
と
人
口
構
成
バ
ラ
ン
ス

を
改
善
し
︑
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
に
︑
移
住
・
定
住
の

相
談
支
援
体
制
の
充
実
や

住
宅
用
地
の
整
備
︑
空
き

家
や
町
営
住
宅
の
活
用
な

ど
の
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒
大
き
な
課
題
が
住

ま
い
の
確
保
に
関
す
る
こ

と
で
︑
移
住
者
か
ら
の
ニ

ー
ズ
が
高
い
空
き
家
物
件

の
活
用
に
つ
い
て
も
︑
空

き
家
改
修
補
助
金
や
空
き

家
片
付
け
補
助
金
な
ど
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
︑

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒
教
育
環
境
や
待
機

児
童
の
問
題
な
ど
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
︑
医
療
福

祉
と
い
っ
た
日
常
生
活
に

関
す
る
こ
と
な
ど
町
全
体

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
︒
な
お
︑

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け

た
体
制
に
つ
い
て
は
︑
昨

年
��
月
に
移
住
推
進
室
を

新
た
に
設
置
し
︑
移
住
前

後
の
き
め
細
か
な
対
応
が

可
能
と
な
り
︑
他
の
部
署

と
の
連
携
も
密
に
し
て
今

後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
︒

問 

移
住
者
が
和
気
町
を

選
ん
だ
理
由
と
し
て
、
自
然

災
害
が
少
な
く
豊
か
な
自

然
環
境
、
そ
し
て
交
通
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
な
ど
条
件
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
施
策
の
展

開
次
第
で
人
口
増
は
可
能

で
あ
り
、
全
庁
的
に
取
り

組
む
体
制
が
必
要
で
は
。

答 

稲
山 

副
町
長

　

様
々
な
意
見
を
い
た
だ

き
︑
若
者
世
代
が
一
人
で

も
多
く
来
て
い
た
だ
く
よ

う
︑
今
後
と
も
体
制
を
検

討
し
︑
移
住
・
定
住
を
加

速
さ
せ
て
い
く
︒

問 

県
営
住
宅
泉
団
地
に

つ
い
て
は
、現
在
１
９
８

戸
の
う
ち
96
戸
入
居
し
て

お
り
、建
物
は
約
50
年
以

上
経
過
し
、地
元
区
長
か

ら
も
入
居
者
の
将
来
に
不

安
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

県
管
理
と
は
い
え
、町
と

し
て
今
後
、泉
団
地
を
ど

の
よ
う
に
管
理
運
営
し
て

い
く
考
え
か
。

答 

西
本  

都
市
建
設
課
長

　

建
設
は
昭
和
��
年
か
ら

��
年
で
︑
建
物
の
耐
用
年

数
は
��
年
で
あ
り
︑
一
番

新
し
い
も
の
で
も
築
��
年

を
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
︑
県
は
平
成

��
年
４
月
か
ら
新
規
入
居

を
凍
結
し
て
い
る
︒
県
と

の
協
議
状
況
は
︑
平
成
��

年
４
月
に
移
管
の
申
出
が

あ
っ
た
が
︑
移
管
料
が
低

額
で
あ
る
こ
と
か
ら
移
管

を
受
け
な
い
こ
と
で
県
に

回
答
し
て
い
る
︒

　

そ
の
後
︑
平
成
��
年
３

月
に
県
営
住
宅
の
建
て
替

え
の
要
望
を
行
っ
た
が
︑

建
て
替
え
は
で
き
な
い
と

回
答
が
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑

平
成
��
年
６
月
に
移
管
料

の
増
額
を
提
示
さ
れ
た
が
︑

建
て
替
え
る
場
合
の
事
業

費
に
遠
く
及
ば
な
い
こ
と

か
ら
︑
内
部
協
議
の
結
果
︑

再
度
受
入
れ
を
し
な
い
と

の
回
答
を
し
て
い
る
︒
今

後
︑
町
と
し
て
も
県
と
協

議
を
続
け
︑
敷
地
面
積
約

３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
︑
戸

数
１
９
８
戸
の
大
規
模
団

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
︒

問 

入
居
者
か
ら
の
大
き

な
苦
情
な
ど
は
出
て
い
な

よ
う
だ
が
、
町
と
し
て
も

大
き
な
将
来
課
題
を
ど
う

考
え
て
い
く
の
か
。

答 

草
加 

町
長

　

県
の
方
向
性
を
き
っ
ち

り
出
す
よ
う
︑
知
事
と
も

話
し
合
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
理
解
願
い
た
い
︒

居
樹
　
豊

移
住
・
定
住
促
進
策
の

充
実
強
化
を

庁
内
の
連
携
を
密
に
取
り
組
ん
で
い
く

一般質問

ど
う
す
る
県
営
住
宅
泉
団
地

問
空き家バンク登録物件の案内風景

築４５年を経過した県営住宅

居樹　豊議員の
一般質問動画は
ここから→
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問 

消
防
団
員
数
の
推
移

は
。答 河

野 

危
機
管
理
室
長

　

定
数
は
合
併
時
７
２
９
人
︑

平
成
��
年
７
０
０
人
︑
実
団

員
数
は
︑
令
和
３
年
４
月
１

日
現
在
で
６
０
５
人
ま
で
減

少
し
て
い
る
︒

問 

団
員
数
の
確
保
は
。

答 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
各
地
区
の
消
防
団
員
が
声

か
け
し
た
り
︑﹁
機
能
別
消

防
団
員
制
度
﹂の
導
入
を
検

討
中
で
あ
る
︒

問 

団
員
報
酬
は
近
隣
と

比
べ
て
ど
う
か
。

答 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　

本
町
の
報
酬
は
年
額
１
万

５
０
０
０
円
で
︑
県
内
��
市

町
村
の
ち
ょ
う
ど
中
間
程
度

で
あ
る
︒
団
員
報
酬
に
つ
い

て
は
消
防
庁
の
通
知
を
受
け
︑

県
内
８
つ
の
市
町
村
が
改
正

予
定
で
あ
る
︒
消
防
委
員
会

か
ら
意
見
を
も
ら
っ
た
の
で
︑

本
町
も
検
討
し
て
い
く
︒

問 
健
康
で
元
気
な
高
齢

者
に
も
参
加
し
て
も
ら
う

考
え
や
計
画
は
。

答 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　

団
員
の
平
均
年
齢
は
約
��

歳
︒
地
域
に
よ
っ
て
は
高
齢

の
方
で
部
を
作
っ
て
い
る
︒

消
防
団
は
地
域
性
も
あ
り
︑

各
区
長
と
も
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
︒

一般質問

神
﨑 
良
一

消
防
団
員
の
現
状
は

団
員
数
の
減
少
対
策
等

各
区
長
と
協
議
し
︑
検
討
し
て
い
く

11
歳
以
下
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

問問 

町
民
の
意
見
を
ど
の

よ
う
に
汲
み
上
げ
て
い
る

の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

っ
て
は
い
な
い
が
︑
接
種
券

の
一
斉
送
付
は
や
め
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い

た
︒
国
・
県
の
方
針
に
従
い
︑

接
種
事
業
を
進
め
て
い
く
︒

問 

保
護
者
の
不
安
を
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
除
い

て
い
く
の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

接
種
券
送
付
時
に
各
家

庭
で
考
え
て
い
た
だ
く
資

料
を
同
封
し
て
︑
情
報
提

供
に
努
め
て
い
る
︒

　

副
反
応
な
ど
の
専
門
的

な
相
談
に
対
応
す
る
た
め
︑

県
が
��
時
間
対
応
の
電
話

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

る
︒
接
種
後
の
副
反
応
な

ど
の
症
状
発
生
へ
の
対
応

と
し
て
︑
小
児
専
門
医
療

体
制
も
構
築
を
し
て
い
る
︒

天
神
山
や
外
国
山
な
ど
︑

美
し
い
山
の
地
図
も
販
売

し
て
お
り
︑
和
気
ア
ル
プ

ス
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
て
い
き

た
い
︒

目
を
見
張
る
美
し
さ
の

和
気
ア
ル
プ
ス

機
能
別
消
防
団
員
制
度

と
は

　
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
な
が
ら
、特
定
の
消

防
団
活
動
や
時
間
の
許
す
範
囲

で
の
活
動
に
参
加
で
き
る
制
度
。

　
例
え
ば
、仕
事
や
家
族
の
都
合

な
ど
で
す
べ
て
の
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

火
災
予
防
・
広
報
活
動
の
み
の

参
加
が
可
能
に
。ま
た
、
消
防
団

を
引
退
し
た
方
が
経
験
を
活
か

し
て
、無
理
の
な
い
範
囲
で
消
防

団
の
活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
る
。

問 

和
気
ア
ル
プ
ス
の
活
用
は

神﨑良一議員の
一般質問動画は
ここから→

問 

登
山
者
数
の
推
移
は
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

正
確
な
数
字
は
掴
め
て
い

な
い
が
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
上
の
登
山
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
︑
和
気
ア
ル
プ
ス

の
登
山
報
告
数
は
︑
令
和
元

年
度
５
５
０
件
︑
令
和
２
年

度
１
０
１
０
件
︑
令
和
３
年

度
２
月
末
で
１
３
０
０
件
と

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

登
山
者
数
は
増
加
し
て
い
る
︒

問 

和
気
ア
ル
プ
ス
へ
の

誘
導
道
路
や
看
板
、標
識

な
ど
の
整
備
は
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

職
員
が
地
元
の
方
と
一
緒

に
案
内
看
板
や
登
山
道
の

整
備
を
行
っ
て
お
り
︑
今

後
も
行
っ
て
い
く
︒

問 

登
山
者
数
を
増
や
し

て
い
く
今
後
の
対
策
は
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
﹁
和
気

ア
ル
プ
ス
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン

プ
リ
﹂
や
﹁
和
気
ア
ル
プ

ス
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
﹂︑
和
気
ア
ル
プ
ス
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販

売
な
ど
を
行
い
︑Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
も
様
々
な
企
画
を
検

討
し
て
い
く
︒

問 
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
と

の
連
携
は
。

答 
新
田 

産
業
振
興
課
長

　

今
年
度
︑
和
気
鵜
飼
谷

温
泉
か
ら
和
気
ア
ル
プ
ス

へ
登
る
登
山
口
を
新
た
に

開
設
し
た
の
で
︑
登
山
者

増
に
繋
げ
た
い
︒
ま
た
︑
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問 

佐
伯
小
学
校
６
年
生

が
旧
山
田
小
学
校
の
再
利

用
を
考
え
る「
山
田
小
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、

教
育
委
員
会
で
提
案
発
表

を
行
っ
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ

れ
た
が
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

課
題
を
立
て
︑
情
報
を

収
集
・
分
析
し
て
︑
ま
と

め
・
表
現
す
る
総
合
的
な

学
習
の
一
環
と
し
て
取
り

組
み
︑
清
掃
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
経
て
︑
教
育

委
員
会
で
発
表
し
た
︒
全

国
の
廃
校
活
用
の
事
例
や

財
源
ま
で
も
考
慮
し
た
素

晴
ら
し
い
内
容
で
あ
り
︑

町
の
担
当
課
と
共
に
検
討

し
て
い
き
た
い
︒

答 

海
野 

財
政
課
長

　

旧
山
田
小
学
校
の
閉
校

か
ら
５
年
が
経
過
し
た
︒

町
民
の
思
い
入
れ
の
深
い

施
設
な
の
で
︑地
域
の
振

興
に
役
立
て
た
い
︒
令
和

元
年
度
に
利
活
用
の
事
業

提
案
を
広
く
募
集
し
た
結

果
︑３
事
業
者
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
も
の
の
︑い
ず

れ
も
辞
退
と
な
っ
た
︒
地

元
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
﹁
民
間
に
よ
る
利
活
用
﹂

の
ほ
か
︑﹁
町
に
よ
る
利
活

用
﹂も
含
め
︑
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
︒

問 

旧
山
田
小
学
校
を
一

日
数
時
間
の
学
び
の
場
を

提
供
す
る「
シ
ニ
ア
ス
ク

ー
ル
」と
し
て
利
用
し
て

は
ど
う
か
。

　

登
校
し
て
︑絵
を
描
い

た
り
︑俳
句
を
作
っ
た
り
、

日
曜
大
工
を
し
た
り
︑運

動
場
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
し
た
り
︑体
育
館
で
卓

球
を
し
た
り
︑漢
字
や
算

数
や
英
語
の
勉
強
を
し
た

り
︑テ
レ
ビ
を
見
て
く
つ

ろ
い
だ
り
︑将
棋
を
し
た

り
と
︑生
涯
学
習
の
場
と

し
て
︑ま
た
、
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
利
用
し
て
は

ど
う
か
。

　

人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

れ
ば
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
も

な
り
︑病
院
が
た
ま
り
場

に
な
る
こ
と
も
な
く
な
る
。

　

空
き
教
室
を
利
用
し
て

農
作
物
の
販
売
や
飲
食
店

を
す
れ
ば
︑若
年
層
の
雇

用
の
場
に
も
な
る
。
和
気

鵜
飼
谷
温
泉
や
町
営
バ
ス

の
売
上
ア
ッ
プ
や
医
療
費

減
に
つ
な
が
れ
ば
、
町
財

政
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　

財
政
課
︑教
育
委
員
会

な
ど
と
協
議
検
討
し
た
い
︒

尾
崎 
智
美

旧
山
田
小
学
校
の

利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
は

様
々
な
提
案
に
対
し
て

地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く

一般質問

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
者
数
は

問問 

５
〜
11
歳
の
小
児
接

種
を
保
護
者
が
判
断
す

る
に
あ
た
っ
て
、参
考
と

な
る
情
報
を
知
り
た
い
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
１
４

５
０
件
の
死
亡
報
告
が
あ

り
︑１
０
０
万
回
接
種
あ

た
り
�.�
件
と
な
っ
て
い
る

が
︑す
べ
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
の
因
果
関
係
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
︒
一
方
︑

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
１
０

０
万
回
接
種
あ
た
り

�.��
件

で
あ
る
︒

問 

コ
ロ
ナ
で
死
亡
し
た

り
重
篤
に
な
る
若
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
が
、重
篤

な
副
反
応
の
報
告
は
少
な

く
な
い
。
文
部
科
学
省
も

「
希
望
者
は
個
別
と
し
、

集
団
接
種
を
推
奨
し
な

い
」と
の
通
達
を
教
育
委

員
会
に
出
し
て
い
る
。
町

と
し
て
は
小
児
接
種
を
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く

の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

接
種
の
努
力
義
務
が
外

れ
た
の
で
︑
積
極
的
な
勧

奨
は
し
な
い
が
︑
希
望
者

に
対
し
て
は
円
滑
な
接
種

に
努
め
る
︒

意
見

　
小
児
接
種
に
関
し
て
い

く
ら
調
べ
て
も
健
康
な
児

童
に
そ
れ
を
推
奨
す
る
合

理
性
が
見
当
た
ら
な
い
。

対
象
の
方
々
に
は
よ
く
考

え
て
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

旧
山
田
小
学
校
の
再
利
用
を
願
う「
山
田
つ
な
が
り
の
フ
ェ
ス
タ
」の
様
子

尾崎智美議員の
一般質問動画は
ここから→
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問 

備
前
市
、
瀬
戸
内
市

な
ど
で
は
補
聴
器
の
購
入

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

和
気
町
も
実
施
し
た
ら
ど

う
か
。
耳
の
聞
こ
え
の
能

力
は
、
認
知
症
を
避
け
る

た
め
に
も
大
変
重
要
な
能

力
で
あ
る
。
ま
た
、
買
っ

た
だ
け
で
は
だ
め
で
、
調

整
が
必
要
だ
。
費
用
が
高

額
で
１
０
０
万
円
す
る
も

の
も
あ
る
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

障
が
い
認
定
さ
れ
れ
ば

本
人
１
割
負
担
で
あ
る
︒

ま
た
︑
��
歳
未
満
の
児
童

は
３
分
の
２
程
度
の
本
人

負
担
で
補
聴
器
が
購
入
で

き
る
︒
一
般
の
高
齢
者
の

補
聴
器
に
つ
い
て
は
助
成

で
き
な
い
︒

問 
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
有
料
検
査

と
無
料
検
査
は
。
児
童
生

徒
の
感
染
状
況
は
ど
う
か
、

ま
た
、
学
校
・
園
な
ど
で

は
定
期
的
に
検
査
を
す
る

べ
き
で
は
。
最
後
に
、
医

療
機
関
に
対
す
る
援
助
を

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
無
料
検
査
は
︑

症
状
が
あ
っ
て
自
ら
医
療

機
関
を
受
診
し
て
︑
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
︑

濃
厚
接
触
者
で
医
師
が
判

断
し
た
場
合
︑
濃
厚
接
触

者
で
��
歳
以
上
の
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
︑
そ
れ
以

外
で
は
岡
山
県
が
３
月
��

日
ま
で
の
無
料
検
査
︵
こ

れ
は
飲
食
や
イ
ベ
ン
ト
︑

旅
行
を
行
う
た
め
に
陰
性

の
検
査
結
果
が
必
要
な
無

症
状
の
方
が
対
象
︶
で
あ

る
︒
有
料
の
検
査
に
つ
い

て
︑
町
内
で
は
北
川
病
院
︑

平
病
院
︑
渋
藤
医
院
で
行

っ
て
い
る
︒
抗
原
検
査
で

５
０
０
０
円
か
ら
１
万
円
︑

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
１
万
５
０

０
０
円
か
ら
３
万
円
の
自

己
負
担
で
あ
る
︒

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

学
校
の
感
染
状
況
は
３

月
��
日
の
時
点
で
約
��
名

の
陽
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
︒
臨
時
休
業
や
学
級
閉

鎖
に
つ
い
て
は
︑
陽
性
が

確
認
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

や
そ
の
子
ど
も
の
出
席
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
保
健
所

の
指
導
が
異
な
り
︑
一
律

で
は
な
く
︑
２
日
か
ら
４

日
程
度
実
施
し
た
場
合
が

あ
る
︒

　

教
職
員
や
保
育
士
な
ど

の
定
期
的
な
検
査
に
つ
い

て
は
︑
園
・
学
校
で
感
染

が
起
こ
っ
た
場
合
︑必
要

に
応
じ
て
抗
原
検
査
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い

る
︒
現
時
点
で
教
職
員
か

ら
子
ど
も
へ
︑子
ど
も
か

ら
教
職
員
へ
の
感
染
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑

教
育
委
員
会
で
は
現
状
の

対
策
を
継
続
し
て
い
き
た

い
︒答 

岡
本 
民
生
福
祉
部
長

　

医
療
機
関
の
収
入
に
つ

い
て
は
︑
令
和
２
年
度
は

全
国
で
１
兆
４
０
０
０
億

円
減
少
︑
令
和
３
年
度
４

月
か
ら
��
月
で
は
前
年
度

比
�.�
％
増
加
と
な
っ
て
お

り
︑
一
定
程
度
患
者
が
戻

っ
て
き
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
︑
医
療

機
関
へ
の
支
援
に
お
い
て

は
︑
感
染
防
止
に
関
わ
る

費
用
の
助
成
︑
医
療
従
事

者
に
対
す
る
慰
労
金
の
支

給
な
ど
の
措
置
が
行
わ
れ

た
︒
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

で
大
き
な
影
響
を
受
け
る

中
小
企
業
に
給
付
金
を
支

給
す
る
事
業
復
活
支
援
金

制
度
の
中
で
︑
減
収
の
医

療
機
関
も
対
象
と
さ
れ
て

お
り
︑
令
和
４
年
５
月
ま

で
申
請
可
能
な
状
況
で
あ

る
︒

　

和
気
町
か
ら
は
︑
感
染

防
止
の
た
め
の
ガ
ウ
ン
や

マ
ス
ク
の
提
供
を
行
う
と

と
も
に
︑
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
進
の
た
め
の
協
力
金
加

算
金
１
０
０
０
万
円
を
交

付
︵
１
医
療
機
関
に
つ
き

��
万
円
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

１
回
２
０
０
円
の
協
力

金
︶︑
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

受
付
業
務
の
人
的
支
援
を

行
っ
て
い
る
︒

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

実
施
し
た
ら
ど
う
か

加
齢
に
よ
る
難
聴
の
方
の
補
助
制
度
は
で
き
な
い

一般質問

西
中 
純
一問

コ
ロ
ナ
感
染
の
現
状
と
対
策

西中純一 議員の
一般質問動画は
ここから→
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新議員紹介

～自治功労者等表彰受章おめでとうございます～
全国町村議会議長会表彰

p.17 わけ議会だより64号

いまにし    ひろやす

今西 宏康
ひろ   せ  　まさ  お

広瀬 正男
生年月日：昭和２５年５月３日（７１歳）
趣　　味：ＤＩＹ、ウォーキング
ひとこと：町民一人ひとりの思いを
　　　　　大切に、精一杯頑張ります。

生年月日：昭和３９年５月１９日（５７歳）
趣　　味：文筆、短歌
ひとこと：公人としての心構えを
　　　　　しっかり身に付けて勤めます。

西中 純一 議員



撮影場所：
撮影者：
コメント：

旧片上鉄道　苦木駅
延藤　安茂さん
旧片上鉄道が、いわゆる『映える』
写真を撮りたい人たちにとって
広く知られてきています。この日
も大阪から若い家族連れ。楽しく
お話をさせていただきました。

p.18p.18

　あなたが撮った写真が『議会だより』の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい町民の笑顔やイベント行事などの
写真をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』表紙に掲載するとともに、誌面で
紹介させていただきます。また、和気町ＰＲグッズを差し上げます。
　＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページをご覧いただくか、事務局
までお問い合わせください。

一部加工・トリミングして掲載しています。

写真はイメージです。

和気町議会だより  第６４号 令和４年4月25日 発行

　この４月１０日の選挙で新たに議員２名が当選され、久しぶりに議員１２名の
定足数になりました。ますます中味の充実した議会になると思います。
　令和４年度の当初予算も決まりました。今後は補正予算などで、町と議会の
間で活発にかつ慎重に議論が必要になる議案も出てくると思います。
　『議会だより』では、議論の中味・内容を「短時間で読める、簡潔である、
わかりやすい」をモットーに、紙面づくりをしていきます。　　　（万代 哲央）

「さくらに想う」
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